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につき，アセチルコリンエステラーゼ (AOhE)，非特異
的コリンエステラーゼ (OhE)およびモノアミンオキシ
ダーゼ (MAO)活性を検索， AOhE染色は直腸粘膜生
検による本症の診断法への応用に有効で， OhE染色は
根治術時の腸管切断部位の決定に有効であるとの結果を
得た。 
22.常温下阻血における移植腎の病理組織変化の研究
西島浩(千大)
移植腎における病理組織変化のうち温暖阻血時聞が長
いために起こる組織変化を検討する目的で，犬移植実験
と臨床例移植腎の検索を行なった。阻血自家移植実験で
は 60分阻血で 3日後に尿細管変性， 円柱形成がみられ
るが 3週後では障害を残すことなく改善する。 しかし 
120分阻血では 3週後でも尿細管壊死像が残り石灰化，
皮髄境界の出血がみられる。血管系にはほとんど変化が
ない。臨床例でも石灰化・尿細管壊死がみられる症例が
ある。 
23. QOC以下における腎保存 (VI)
浅野武秀(千大) 
_400下 24時間保存の成功に力を得， さらに保存期
間の延長を計るべく実験を重ね下記の結果を得た。 A)
組織学的検察にて， ① 000以下保存は 000以上保存に
比較して長期間保存の目的では有利である。② 000以
下保存を困難ならしめている主因は凍害防止剤の毒性に
ある。 B)毒性軽減のため， 多種類凍害防止剤の併用お
よび，われわれの試作腎潅流装置の使用により l例では
あるが _40 0 下 72時間保存腎にて長期生存例 (6カ月
後と殺)を得た。 
24. 術後逆流性食道炎に関する実験的，臨床的検討
赤井寿紀(千大)
術後逆流性食道炎 163例の内視鏡的検討を行ない，再
建術式として有茎移植， Roux吻合は逆流性食道炎の発
生少く， Roux吻合では，食道 Roux吻合間距離を 31 
cm以上とると，逆流性食道炎の発生は少ない。またペ
プシン， トリプシン，胆汁酸を滴下，犬に実験食道炎を
{乍った。発赤部分の組織学的検討では，上皮表層の脱落
基底細胞層増殖，乳頭の立ちあがり増大等上皮の変化が
主であり，間質に変化はほとんどみられない。 
25. 食道アカラシァに関する基礎的研究(とくに両側
頭部迷走神経切離の食道血流におよぼす影響に
ついて)
中村 !J.i(千大)
アカラシア様犬作製のモデJレ実験として，両側頚部迷
走交感神経幹切離を施行し，急性実験にて，その前後の
食道血流量を交叉熱電対法にて測定し， 中部では 16倒
平均で 21%，下部で 22%の低下を示した。また，正常
犬にアドレナリン 3r/kgを負荷すると， 中部下部とも
血流増加を示すが， アカラシア様犬では， 最高 40%に
およぶ血流低下を示した。以上より，食道アカラシアの
食道壁在神経変性の一因として，食道の乏血状態も考え
られる。 
26. 消化性潰蕩の治療(特に迷切術)に関する基礎的
研究	 一胃局所粘膜血流測定を中心に一
川村功(千大)
迷切術の術式に関する実験的検討を，胃粘膜血流，胃
内 pH，血清ガストリン測定により行なった。血流測定
は， 交叉熱電対法で， その測定素子を工夫して行なっ
た。その結果， 胃体部粘膜血流と胃内 pHは密接な相
関関係を有したが，幽門部血流と血清ガストリンは無関
係であった。迷切による胃体部血流の減少率は 37:1:6% 
で，幽門部血流減少より著しかった。また，迷走神経は
胃体部粘膜血流に，より強く影響を与えることも判明し
た。 
27. 胃迷走神経切離術兼ドレナージ手術々後の検討
丸山遠興(千大)
胃迷切 74症例のうち， 35例に内視鏡を中心とした調
査を施行。幽成部関口度が，大，中，では，胃内バリウ
ム排出曲線でみると，正常より排出が充進しているが，
小では正常と同様であった。とくに Finney 幽成の大
では著明な允進を示したが，大の比率は 33%であった。
ホランダーテスト陽性率は 35.7%，潰虜再発率は 17.1%
であった。原因はおもに不完全迷切であったが， ドレナ
ーツ不良もあった。 
28. 深達度よりみた胃癌 X線学的所見
劉崇正(千大)
胃癌切除 503症例の X線学的所見と，組織学的深達度
との関係を検討し，合理的につぎの三型に分類して報告
した。 m smに相当する X線型は占居部位は l領域以内
と小範囲で，胃墜に変化ないか，硬化像を呈し，胃変形
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のないもの。 pm"-'51 に相当する X線型は，m 5m型と 
5253型の中間像でl怪度の壁不整像変形像を認めるもの。 
S2S3に相当する X線型には， 占居部位は 2領域以上と
広く，高度な壁不整像を呈するため，胃変形も高度なも
の。 
29. 先天性胆道閉鎖症の成因に関する臨床的基礎的
研究
鈴木昭一(千大)
最近 15年間に教室において経験した先天性胆道閉鎖
症は 52例， 乳児肝炎は 7例である。先天性胆道閉鎖症
の生後 60日以内の前期群は病理組織学的に乳児肝炎と
きわめて類似性をもつことがわかった。
さらに，先天性胆道閉鎖症の成因を追求するために α-
naphthy1-isothiocyanate (ANIT) を妊娠ラットに投
与することにより，新生仔ラットに実験的胆道閉鎖を作
製することをこころみた。 
30. 高令者胃癌の一例
坂本昭雄，蜂巣忠，吉川広和(幸手病院)
年々高令者手術は増加しつつある傾向にあり，それに
伴い高令者の術前術後の管理の重要性が問題となってき
ている。われわれは最近，肺機能および腎機能の悪い 84
才の高令者胃癌に対し，硬膜外麻酔をもって胃切除術を
行ない，また，術後合併症に対し中ゆ静脈栄養法を施行
しそれに対処した。また， 当病院における s.48.4より
の胃切除術 50例，胆易IJ術 24例につき，とくに高令者に
おける術後合併症に関し，若干の文献的考察を加えて報
告する。 
31. 若年者胃癌の一例
山室美砂子，三好弘文(熊谷総合病院)
若年者胃癌は全胃癌数の 2，.3%を占め， それほど稀
有な疾患とはいえない。 しかしその中でも， 20才未満
の頻度は著しく{互い。 われわれは最近 10代の若年者胃
癌の l例を経験したので，若干の文献的考察を加えて報
告する。
症例は心宮部痛を主訴とせる	 18才の女性で， 胃角部
に Borrmann11型の癌があり， 胃切除術兼大網切除
術を施行した。組織学的には未分化腺癌であった。術後 
3カ月の現在，健在である。 
32. 胃の ReactiveLymphoreticular Hyperplasia (RLH) 
の一例
坂庭操，藤代国夫，	 EI 紀克，向井稔
(国保成東)
胃の RLHは臨床的に早期胃癌， 悪性リンパ腫等と
鑑別が困難で、ある点から注目されているが，われわれは
この一例を経験したので報告する。患者は 75才の男で
主訴は心寓部痛と食欲不振である。 5年来胃多発性潰療
の消失と再発を繰り返していた。手術標本では体部より
胃角部にかけてやや硬い壁の肥厚とびらんを認め，組織
学的に RLHの所見を認めた。 
33. 空腸癌の一例
山本義一，斎藤全彦，原 壮(清水厚生) 
69才男。主訴は悪心幅吐， 昭和 49年 5月 3日より毎
晩，悪心幅吐が I回あり，腹部不快感も出現， 10kgの
体重減少もみられ，可動性ある腫癒を触れた。低緊張性
十二指腸造影にて，空腸上部の輪状狭窄，辺縁の不整，
レリーフ像の乱れあり，空腸悪性腫、虜の診断のもとに 6
月 19日手術。 Treizより 30cmに栂指頭大の腫虜あり
輪状狭窄を呈し，腹膜播種を認めたので，空腸を 15cm 
姑息的に切除。組織は乳頭状腺癌， 52' リンパ節転移は
なかった。 
34. 過去 10年間の腹部外傷症例の検討
唐司則之，岡田正，二宮一，
今津嘩，曾野文豊(県立佐原)
過去 10年間，県立佐原病院で経験した腹部外傷 61例
の中，検討し得た 42例について検討した結果， 原因別
では交通事故によるものが， 26例 62%と圧倒的に多く
損傷臓器別にみると， 腸管損傷 19例， 45.2%が最も多
く，ついで腎損傷 8例，後腹膜損傷 7例，牌損傷 6例，
腸間膜 5例，肝，大網損傷それぞれ 4例，梓損傷 2例で
あった。死亡例は 6例で腸管損傷のみられた 19例中 5
例と最も多く，腸管損傷のあるものに死亡率が高い事が
判明した。 
35. 胆嚢微小癌の一手術例
相馬光弘，日浦利明，小渋智哉，
原田康行(船橋中央)
術前胆嚢結石と診断された 56才女性の胆嚢微小癌を
経験したので報告する。摘出胆嚢より結石 9個，底部に
直径 6mmの小隆起があり， 組織標本にて粘膜より筋
層におよぶ腺癌と診断された。胃癌等に比し胆嚢癌は予
